
教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

１ 学習指

導要領に

示す目標

の達成の

ために工

夫されて

い る こ

と。 

 

(1) 全体として
の特徴や創意
工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表１ 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を扱っている。（教材

数は30） 

また、5教材を補助

教材として扱ってお

り、本冊で35時間学

習できる。 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本冊の巻末に、付

録として学びの記録

があり、学期ごとに1

年間の振り返りがで

きるよう工夫してい

る。 

切り取り式の心情

円やホワイトボード

があり、話合い活動

が円滑に進められる

設定がある。 

 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を扱っている。 

本冊で35時間学習

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本冊の巻末に、付

録として学びの記録

があり、1年間の振り

返りができるよう工

夫している。 

 

 保護者の方へとい

うページがあり、家

庭との連携を図って

いる。 

 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を扱っている。（教材

数は30） 

また、5教材を補助

教材として扱ってお

り、本冊で35時間学

習できる。 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本冊の巻末に、付

録として学びの記録

があり、学期ごとに1

年間の振り返りがで

きるよう工夫してい

る。 

次年度の目標を記

入し、保護者と教員

の記入欄を設け、家

庭との連携を図って

いる。 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を扱っている。（教材

数は 34）ただし、2

時間扱いで学習する

項目が 1教材含まれ

ている。 

また、第 3 学年で

内容項目を 2つ含む

教材が1教材ある。 

本冊で 35 時間学

習できる。 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

学習のまとまりを

4 つの時期に分け、

まとまりごとに視点

を明確にした学習が

できるよう工夫して

いる。 

 

本冊の巻末に、付

録として学びの記録

があり、4 シーズン

ごとに振り返りがで

きるよう工夫してい

る。 

 各学年の補充教材

に学び直し教材とし

て、小学校の定番教

材を掲載している。 

 

本冊と別冊「道徳

ノート」によって構

成されている。 

すべての内容項目

を扱っている。 

本冊で 35 時間学

習できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「道徳ノート」

には、教材ごとに自

己評価欄があり、学

習の振り返りができ

るよう工夫してい

る。 

巻末には学習の記

録がある。 

 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を扱っている。 

本冊で 35 時間学

習できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本冊の巻末に「心

の四季」のページが

あり、心の成長の振

り返りができるよう

工夫している。3 年

生は「未来への扉」

のページがあり、未

来の自分へメッセー

ジを書くことができ

る。 

本冊と別冊「中学

生の道徳ノート」に

よって構成されてい

る。 

すべての内容項目

を扱っている。 

本冊で 35 時間学

習できる。 

 

 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「中学生の道

徳ノート」は、本冊

の教材順ではなく、

内容項目ごとのペー

ジで構成されてい

る。また、本編の内

容に沿った補助資料

がある。 

それぞれの内容項

目のまとめ、巻末に、

学習の記録がある。 

「心のしおり」と

いうシートがあり、

自己評価ができるよ

う工夫している。 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を扱っている。（教材

数は37） 

本冊で 35 時間学

習できる。 

 

 

 

 

 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習できるまとまりの

設定がある。 

 

本編は、4 つの視

点の順で構成されて

いる。 

 

 

 

 

本冊の巻末には、

内容項目ごとに自己

評価欄があり、学習

の振り返りができる

よう工夫している。 

 



教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(1) 道徳的諸価
値についての
理解を深める
ための工夫 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表２ 

教材ごとに、教材

内容について考えさ

せる発問とそれをも

とに自己を振り返ら

せる発問を設定して

いる。 

 

 

 

 

 

各教材で学習した

ことを記録しておく

「学びの記録」を設

定し、生徒が後でこ

のページを見て自分

を振り返ることがで

きるように工夫して

いる。 

教材ごとに、教材

内容について考えさ

せる発問とそれをも

とに自己を振り返ら

せる発問を設定して

いる。 

 

教材ごとに、テー

マを明文化し、視覚

に訴えるよう工夫し

ている。 

 

 

 

 

 

 

「私の気づき」と

いうフリースペース

を設定している。 

教材ごとに、教材

内容について考えさ

せる発問とそれをも

とに自己を振り返ら

せる発問を設定して

いる。 

 

 

 

 

別冊「道徳ノート」

には、友達の考えを

書く欄も設定し、考

えを深めるように工

夫している。 

内容についてペア

や小グループからク

ラスでの話し合いを

促すようなページを

設定している。 

 教材ごとに考えを

深める発問を設定し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「中学生の道

徳ノート」ではテー

マごとに自分の意見

を記入したり、理解

度を振り返ったり、

グループでの話し合

いを書きとめたりで

きるよう工夫してい

る。 

教材ごとに、教材

内容について考えさ

せる発問の設定やわ

かりやすいイラスト

を用いるなど工夫し

ている。それらをも

とに自己を振り返ら

せる発問を設定して

いる。 

 

 



 
 

教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(2) 物事を広い

視野から多面

的・多角的に考

え、人間として

の生き方につ

いての考えを

深めるための

工夫 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表３ 

 教材の冒頭部分

に、学習のめあてを

明記している。 

 

 

 

 

 

 

 教材ごとに「考え

てみよう」のコーナ

ーを設定して、考え

を深めさせる工夫を

取り入れている。 

 

 

 

 

 

 巻末にはホワイト

ボード用のマーカー

でみんなで意見を書

き込めるシートが盛

り込まれており多面

的な意見を考えられ

る工夫がある。 

 教材の冒頭部分

に、学習のめあてを

明記している。 

 

 

 

 

 

 

 教材ごとに「心の

扉」のコーナーを設

定している。そこで

は、チェックを入れ

る質問や自由に意見

を書き込む欄など

様々な表現方法で考

えを深めさせる工夫

を取り入れている。 

 

教材の冒頭部分

に、学習のめあてを

質問形式で明記して

いる。 

 

 

 

 

 

 教材ごとに「学び

の道しるべ」のコー

ナーを設定して、考

えを深めさせる工夫

を取り入れている。 

 教材の冒頭部分

に、学習のめあてを

明記している。 

 

 

 

 

 

 

 教材ごとに「学び

のテーマ」のコーナ

ーを設定して、考え

を深めさせる工夫を

とり入れている。ま

た「つなげよう」の

コーナーでは他教科

へのつながりを促す

よう工夫している。 

 

教材の冒頭部分

に、学習のめあてを

明記している。 

 

 

 

 

 

 

 教材ごとに発問が

設定してあり、考え

を深めさせる工夫を

取り入れている。 

 

 

 

 

 

 

 別冊「道徳ノート」

に、自分を見つめ考

えたことや友達の意

見を書き込めるよう

工夫している。 

 

教材の冒頭に、学

習のめあては明記さ

れていない。 

 

 

 

 

 

 

教材ごとに発問を

一つ設定している。 

また、「深めよう」

「クローズアップ」

などのコーナーを設

定して、考えを深め

させる工夫を取り入

れている。 

教材の冒頭に、学

習のめあては明記さ

れていないが、各教

材に学習の手がかり

としてめあてが明記

されている。 

 

 

 

教材ごとに「考え

る・話し合う」コー

ナーが設定されてお

り考えを深めるよう

工夫している。 

 

 

 

 

 

別冊「中学生の道

徳ノート」では内容

項目ごとにどの教材

が関連づくのかがわ

かるようにしてあ

る。 

 

教材の冒頭に、学

習のめあては明記さ

れていない。 

 

 

 

 

 

 

教材ごとに「考え、

話し合ってみよう。

そして、ふかめよう」

コーナーが設定して

あり考えを深めるよ

う工夫している。 

 



 
 

教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(3) 生徒が主体
的・対話的に学
習に取り組む
ことができる
配慮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表４ 

｢考えてみよう｣で

考える視点を示して

いる。いくつかの教

材では、直接設問を

書き込みながら考え

を深める工夫があ

る。 

 

「いじめ」等に関

する資料では考えた

りグループで話しあ

ったりする問題解決

的な学習を取り扱っ

ている。 

 

 

 

 

 

巻頭に｢話し合い

の手引き｣や｢司会カ

ード｣をつけ、話し合

いを進めやすくする

工夫がある。また、

役割演技や対話など

様々な体験的学習を

設定している。 

 

心情円盤や、ホワ

イトボードを付録と

して付けるなど自己

表現の工夫がある。 

 

 

 

学期ごとに切り取

れる｢今の自分をふ

り返ろう｣を掲載し

ている。 

「学びに向かうた

めに」や「心の扉」

のコーナーの中で、

自分の生活に立ち返

り、自分とのつなが

りの中で考えさせる

工夫がある。 

 

｢いじめ｣等に関す

る資料では、問題解

決的な学習を取り扱

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭にサイコロト

ークで話す練習をさ

せ、毎時間の意見交

換につなげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学期ごとに｢学び

の記録｣で振り返り

を設定している。 

｢学びの道しるべ｣

で考え方の方向性を

示し、自分とのつな

がりの中で考えさせ

ている。 

 

 

 

「いじめ」等に関

する資料では考えた

りグループで話し合

ったりする問題解決

的な学習を取り扱っ

ている。 

 

 

 

 

 

話し合いや、役割

演技などの体験的学

習活動を設定してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末に｢学びを記

録しよう｣(１年分)

と｢次年度の抱負｣を

書く欄を設定してい

る。 

 ｢学びのテーマ｣で

考え方の方向性を示

している。また、自

分の気付きや意見を

直接書き込む欄を設

けている。 

 

 

「情報モラル」や

｢いじめ｣などに関す

る資料では、問題解

決的な学習を取り扱

っている。 

 

 

 

 

 

 

話し合いや、役割

演技などの体験的活

動を設定している。 

 

 

 

 

 

４つのシーズンと

いくつかのユニット

で構成している。ま

た、他教科との関連

を明示したり、関連

する本の紹介をした

りする工夫がある。 

 

巻末に、切り取れ

る１年間の振り返り

シートを掲載してい

る。 

｢考えてみよう｣で

考え方の視点を示

し、｢自分に＋１｣で

自分に引き寄せ考え

させている。 

 

 

 

「いじめ」や人間

関係に関する資料で

は、問題解決的な学

習を取り扱ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

｢学習の進め方｣と

して、体験的学習の

進め方を写真入りで

説明している。 

話し合いや、役割

演技などの体験的活

動を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊｢道徳ノート｣

で毎時間の振り返り

と、巻末に印象に残

った学習の振り返り

を設定している。 

教材のあとに、考

える視点を示してい

る。また、巻頭にプ

ロフィールを書く欄

を設定している。 

 

 

 

｢いじめ｣｢人権｣に

関する資料について

個人で考えたりグル

ープで話し合ったり

して問題解決的な学

習を取り扱ってい

る。また、いくつか

の教材をまとめてユ

ニット化し、考えを

深める工夫がある。 

 

話し合いや、役割

演技などの体験的活

動を設定している。 

 

 

 

 

 

コラムで自分を振

り返り、自己肯定感

を高める工夫があ

る。 

 

 

 

 

巻末に、自分の成

長の振り返りを設定

している。 

｢学習の手がかり｣

に考える方向性を示

している。また別冊

ノートの巻頭でプロ

フィールを書く欄を

設定している。 

 

 

「情報モラル」や「い

じめ」などに関する

資料では、問題解決

的な学習を取り扱っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

話し合いや調べる

学習・役割演技など

の体験的活動を設定

している。 

 

 

 

 

別冊｢中学生の道

徳ノート｣には、内容

項目についての考え

方を示している。 

 

 

 

 

別冊｢中学生の道

徳ノート｣で、内容項

目ごとのまとめと、

自分の振り返りを設

定している。また巻

末に１年間の振り返

りを設定している。 

「考え、話し合っ

てみよう、そして深

めよう｣で考え方の

方向性を示してい

る。 

 

 

 

｢いじめ｣｢人権｣に

関する資料では、個

人で考えたり話し合

ったりして、問題解

決的な学習を取り扱

っている。 

 

 

 

 

 

話し合い、リフレ

ーミングや錯視の体

験などの体験的学習

を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末に｢心の成長｣

の振り返りと「道徳

の時間」の振り返り

を設定している。 

 



教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(4) 情報モラル
と現代的な課
題の取扱い 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表５ 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

目次の項で、「情報

モラルと友情」と表

記し明示している。 

 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

目次の項で、「情報

のモラル」というマ

ークを用いて明示し

ている。 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 「道徳が始まる」

の項で、情報モラル

として扱う教材を明

示している。 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

 情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

巻末の項で、「情報

モラル」と表記して

いる。また、3 年生

については、本編で

の掲載はなく、コラ

ム欄で取り扱ってい

る。 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育とキャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

目次と巻末の項

で、情報モラルと明

示している。また、

「プラットホーム」

と題されたコラム欄

で補足教材を掲載し

ている。 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

目次の項で、情報

モラルと明示してい

る。また、「クローズ

アップ」と題された

コラム欄で補足教材

を掲載している。 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

目次の項で明示し

ていないが、教材と

しての取り扱いはあ

る。 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

  

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

目次の項で明示し

ていないが、教材と

しての取り扱いはあ

る。 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応や、国際理

解、環境教育、キャ

リア教育を幅広く取

り扱っている。 

 



教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(5) 他の教科等と

の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表６ 

教材名の下に丸囲

みで関連する教科等

を明示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「テーマで振り返

ろう」の項で、教材

が 6 つのテーマに分

類されている。 

 

 

 

 

他教科との関連に

関しての明示はな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次の項で、教材

名の下にイラストに

より大切な10のポイ

ントが分類されてい

る。 

また、各教材の冒

頭にも同様のマーク

がある。 

 他教科との関連に

関しての明示はな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の「道徳が始

まる」の項で、テー

マごとに教材が分類

されている。 

 

 巻末の項で、教材

ごとに他教科等との

関連を一覧表として

明示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テーマ別教材一

覧」の項で、7 つの

テーマごとに教材が

分類されている。 

 

 

巻末の項で、教材

ごとに他教科等との

関連を一覧表として

明示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「この教科書で学

ぶテーマ」の項で、

11のテーマごとに教

材が分類されてい

る。 

 

巻末の項で、教材

ごとに他教科等との

関連を一覧表として

明示している。 

 

巻末の欄外に「国

語や数学など、道徳

の学び全体に関連す

る教科・領域もあり

ます。」という注釈が

ある。 

 

「様々なテーマで

学ぼう」の項で、6

つのテーマごとに教

材が分類されてい

る。 

 

他教科との関連に

関しての明示はな

い。 

他教科との関連に

関しての明示はな

い。 

 



教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 224 学研 232 あかつき 233 日科 

３ 使用上

の便宜が

工夫され

ているこ

と。 

(1) 表記・表現の
工夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表７ 

 テーマを大きく示

し、内容を想起しや

すいようなマンガを

用いるなどの工夫が

ある。 

 

 

 固有の人や物につ

いては、写真で紹介

することにより、教

材が理解しやすくな

るように配慮をして

いる。 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

 教材マークや活動

マーク、大切な10の

ポイントマークによ

り、学習の内容と進

め方を示している。 

 

 

挿絵やマンガの大

きさや彩りを工夫

し、教材に入ってい

きやすく構成してい

る。 

 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大き

さ、また文字の見や

すさにも配慮してい

る。 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

 見開きの写真や経

年比較ができるよう

な写真など、生徒の

興味を高める効果的

な写真を用いた資料

が複数ある。 

 

ポスターを利用し

た資料もあり、取り

組みやすいように工

夫している。 

 

 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

  挿絵を効果的に用

いて生徒がイメージ

しやすいような工夫

がある。 

 

 

 

 説明内容を解説す

るための写真や図、

グラフの配置を、本

文の理解を助けるよ

う工夫している。 

 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

各教材のテーマと

題名ともに、登場人

物や作者を掲載し、

教材に入りやすい工

夫をしている。 

 

 

 「プラットホーム」

などの教材文に関連

する知識を深める効

果的なページを複数

設定している。 

 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

 多くの挿絵やきれ

いな写真を使い、教

材に入りやすい工夫

をしている。 

 

 

 

レイアウトの工夫

により、余白を確保

した紙面構成になっ

ている。 

 

 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

 教材文と挿絵等の

バランスを図り、シ

ンプルな構成になっ

ている。 

 

 

 

 別冊「中学生の道

徳ノート」に、知識

を広げて教材の理解

を深められるような

資料を提示してい

る。 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

挿絵と効果的に使

い分けた色鮮やかな

写真を用いている。 

 

 

  

 

挿絵や具体物から

様々な考えやイメー

ジを想起させる工夫

がある。 

 

 

 

 生徒の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮している。 

 

 

 

 カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮している。 

 


